
いちごドリルプリント

北アメリカ州 名前

問1 アメリカ合衆国の乾燥地域で行われているセンターピボット方式を用いた農業の説明として、その背景と課題をまとめたものとして最も適切な
ものはどれですか。 （2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 地下水を汲み上げることで降水量
の少ない地域での大規模生産を実現
したが、過剰な利用による地下水の
枯渇が懸念されている。

2. 熱帯の広大な土地において、安価
な労働力を利用してコーヒーやカカ
オなどの輸出用作物を単一栽培して
いる。

3. ミシシッピ川の下流部において、
豊富な地表水を利用した稲作を行う
ことで、世界最大の米輸出拠点とな
っている。

4. 山岳地帯の傾斜地において、土壌
の流出を防ぐために階段状の耕地を
作り、高度な機械化農業を行ってい
る。

問2 アメリカ合衆国西海岸のサンフランシスコ付近を中心として発展している産業の特色について、最も適切な説明を選んでください。 （2016年

山口県公立入試 類似）

1. 五大湖周辺の豊富な資源を背景に
、鉄鋼や自動車などの大規模な重工
業が発達している。

2. 半導体やソフトウェアの開発など
、高度な知識や技術を必要とする先
端技術産業が集中している。

3. 広大な平原において、航空機や大
型機械を用いた企業的な穀物農業と
畜産が行われている。

4. 温暖な気候と低賃金の労働力を求
めて、航空機産業や電子部品の工場
が急速に増加した。

問3 北アメリカ大陸の東海岸側に位置する地域で、1776年に独立を宣言した国に関する説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2018年

東京都公立入試 類似）

1. 19世紀半ばまでイギリスの植民地
として統治され、20世紀に入ってか
ら太平洋沿岸部を中心に開拓が始ま
った。

2. ポルターと呼ばれる大規模な干拓
地を造成することで国土を広げ、農
業を基盤とした経済発展を遂げた。

3. 建国後、東部から西部へと開拓を
進めることで国土を広げ、現在は政
治や経済などの面で国際社会をけん
引している。

4. 1917年に起こった革命をきっか
けとして建国され、その後、東部の
未開拓地へと勢力を拡大していった
。

問4 アメリカ合衆国の中央平原で生産されたトウモロコシや大豆などの農産物を、輸出のために港まで運ぶ際、輸送コストを抑えるために最も一般
的に利用されている手段と経路の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2023年 石川県公立入試 類似）

1. ロッキー山脈を越えるパイプライ
ンを利用して、大西洋に面した港へ
運ぶ

2. ミシシッピ川などの内陸水路を利
用して、メキシコ湾に面した港へ運
ぶ

3. 五大湖から鉄道網のみを利用して
、太平洋に面した港へ運ぶ

4. ミシシッピ川から運河を利用して
、北極海に面した港へ運ぶ

問5 首都をオタワに置く北アメリカの国は、国土が非常に広く、場所によって気候や産業に大きな特徴があります。この国の地理的・産業的特徴を
説明した文として最も適切なものを選びなさい。 （2016年 愛知県公立入試 類似）

1. 南半球に位置する島国であり、広
大な草原を利用した羊の放牧や、羊
毛の輸出が産業の中心となっている
。

2. 赤道直下に位置し、熱帯雨林が広
がる国土を利用して、カカオやコー
ヒー豆などの嗜好品の栽培が最も盛
んである。

3. 国土の大部分が砂漠であり、ナイ
ル川のような大河の周辺にのみ人口
が集中し、小麦の生産が経済を支え
ている。

4. 広大な国土に鉄鉱石や天然ガスな
どのエネルギー資源を豊富に蓄えて
おり、世界有数の資源輸出を行って
いる。

問6 日本が輸入する資源や農産物のうち、アメリカ合衆国からの輸入が約46％、カナダからの輸入が約34％を占める品目があります。この2カ国か
らの輸入が特に多い、住宅の建築資材などに利用される品目はどれですか。 （2021年 宮城県公立入試 類似）

1. 石炭 2. 鉄鉱石 3. 天然ガス 4. 木材

問7 アメリカ合衆国のピッツバーグが、世界有数の鉄鋼業の街として発展した地理的な理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

群馬県公立入試 類似）

1. メキシコ湾沿岸で産出される石油
と天然ガスを主な原料とし、パイプ
ライン網が整備されていたから。

2. 西部の山岳地帯で産出される金鉱
や銀鉱の加工拠点として、内陸鉄道
網が集中していたから。

3. 安価な労働力が豊富に得られるメ
キシコとの国境付近に位置し、輸出
拠点として有利だったから

4. 近隣で石炭と鉄鉱石を容易に得る
ことができ、五大湖などを結ぶ水上
交通も利用可能であったから。

問8 2016年における主要国の輸出統計の説明として、日本の輸出相手国の特徴とアメリカ合衆国の動向を組み合わせたものとして最も適切な説明文
を選びなさい。 （2019年 岩手県公立入試 類似）

1. ドイツはEU域内での貿易が盛んな
ため世界第2位の輸出総額を誇り、日
本やアメリカ合衆国にとって最大の
輸出相手国となっている。

2. 日本の最大の輸出相手国は中国で
あり、世界最大の輸出総額を誇る中
国にとっても、日本が最大の輸出相
手国となっている。

3. アメリカ合衆国は世界最大の輸出
総額を誇る国であり、日本にとって
最大の輸出相手国であるとともに、
ドイツを最大の輸出相手国としてい
る。

4. 日本の最大の輸出相手国はアメリ
カ合衆国であり、そのアメリカ合衆
国自身にとっての最大の輸出相手国
は隣接するカナダである。

問9 世界の主な農産物の輸出量において、ロシアが16.8％、アメリカ合衆国が13.9％、カナダが11.2％を占めて上位3か国となっている穀物があり
ます。北アメリカの中央平原などで大規模に栽培されているこの農産物として正しいものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 綿花 2. 大豆 3. とうもろこし 4. 小麦

問10 アメリカ合衆国における移民の傾向について述べた次の記述のうち、統計的な事実として最も適切なものはどれですか。なお、近年の入国者数
の推移をみると、1990年代から2010年代にかけて一貫してメキシコが第1位となっており、次いで中国、フィリピン、キューバなどの国々から
の流入が続いています。 （2022年 兵庫県公立入試 類似）

1. アフリカ諸国からの入国者数が最
も大きな割合を占めており、労働力
不足を補う主要な要因となっている
。

2. 1990年代以降、ヨーロッパ諸国
からの移民が全体の8割以上を占める
ようになり、伝統的な文化が再構築
されている。

3. 地理的に近いメキシコなどの中南
米諸国からの移住者が多く、ヒスパ
ニックと呼ばれる人々の割合が高ま
っている。

4. カナダやイギリスなど、公用語が
英語である国々からの移住者が急増
しており、文化の同質化が進んでい
る。

問11 アメリカ合衆国の1人あたり農地面積は約154.7ヘクタールであり、中国の約3.1ヘクタールと比べて圧倒的に広いことが知られています。この
データから読み取れる、両国の農業の特徴に関する記述として最も適切なものを選択してください。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. アメリカ合衆国は少人数で広大な
農地を経営するため、1人あたりの穀
物生産量が多くなる。

2. 中国は少人数で広大な農地を経営
するため、1人あたりの穀物生産量が
アメリカ合衆国より多くなる。

3. 中国は1人あたりの農地面積が広
いため、アメリカ合衆国よりも大規
模な農業が行われている。

4. アメリカ合衆国は多くの労働力を
必要とするため、農業従事者数が中
国よりも多くなる。


